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JaneAustenの小 説
一 手紙の用い方 とその効果 一
北 風 文 子
〔抄 録〕
JaneAusten(1775-1817)のPrideandPrejudiceは、彼女が21歳の頃に原稿 を完成 し、
す ぐにFirstlmpressionsとU>う題名 で 自費出版 しようと手 をつ くしたけれ ども実現 しな
か った作 品であ る。SenseandSensibilityが好 評 を得 た後 にこの小 説が出版 された とき
には16年が経過 していた。SenseandSensibilityはElinorandMarianneと言 う題名の書簡
体であ ったが、FirstImpressionsを執筆 し終わ った後の1797年11月に現在の形に書 き改
め られ た とい うこ とになってい る。ElinorandMarianneよりは後、SenseandSensibility
よ りも前 に書 かれたFirstImpressionsも当初 は書簡体 だったのではないか と考えた こと
が ある。 この ことは判 明 しなか ったが、 この小説 の中での手紙の重要性 は明 らかにな
った。そ こで、本稿 ではPrideandPrejudiceとMansfieldPaykに現れる重要な手紙 を抽出
し一 覧化 す るこ とによって、 まず手紙 の用 い方 を考察 し、それがplotに与 えた効 果を
明 らかにす る。巧 みな手紙 の用い方 とそ の効 果は、Austenの作 品が欧米で も日本 で も
読み継がれ て きた理 由の一つ であろう。
キーワー ド 手紙 の用 い方,書 簡,plot,効果
はじめに
JaneAusten(1775-1817)の生 きた時代 の ヨー ロッパ を概観す れば、彼女 の生 まれた1775年
アメ リカは独立 戦争 を開始す る。 これが83年独 立 によって終 ると、1789年にはフラ ンス革命1)
が始 ま りヨー ロ ッパ大 陸は フランスの混乱 に巻 き込 まれ次第に戦争が拡大 して い く。 この間イ
ギ リス はロシア、 オース トリア と対 フラ ンス同盟 を結 び、ナポ レオ ンとの トラフ ァルガー沖の
海戦(1805年)、ワー テルローの戦い(1815年)などを勝 ち抜 いてい る。他方、 イギ リス には産
業 革命 が既 に起 こっ てい た2)。この よ うな時代 背 景下 で、 文学 は とい えば、 「散 文 と理性 の
時代 」3)からロマ ン主義へ の過渡期で あった。理性 に対 して想像力や感受性 の優位 を主張 し、
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人間の喜 びや悲 しみに関連づ けて自然 を崇拝 した。 また一般 的なこ とよ り個性的 なことを好 み、
思想 的に も形式 的に も作 家 も読者 も自由を強 く求め る傾向 を示 した。先に述べた現実 の社 会生
活 の不安 を忘れ よ うとする欲求が根本 にあった と考 えられ る。 この傾 向は、抒 情詩 に最 も鮮 明
であるが、小説 に関 して も18世紀 の半 ばごろか ら空想 を満足 させ る作 品や恐怖本能 を刺激 して
感情 を煽 る小 説4)が流行 している。 こ ういった社会状況 のも とでJaneAustenは小 説を書い た。
本稿 では、PrideandPrejudiceとMansfieldParkに現れ る重要 な手紙 を抽出 しそれ を一覧化 す る
こ とに よって まず小説 のなかでの手紙 の用 い方 を考察 し、 それが小説 のplotに与 えた効果 を明
らかにす る。
1.PrideandPrejudiceにお け る 手紙 の用 い方
PrideandPrejudiceはAustenが21歳の 頃 の 796年10月か ら1797年11月に書 かれ 、Fit'st
Impressionsとい う題名 で 自費出版 しよう と努力 した けれ ど も実現 しなか った作 品である。女性
が小 説 を書 くこ とは まだおお っぴ らには認め られ ない時代 であった。彼女 は家族以外 の人 に見
つか らない よ うに、居 間のテー ブルで、いつで も隠せ る小 さな紙 に こっそ りと小説 を書 いた と
い う こ とであ る。PrideandPrejudiceが実 際 に世 に 出 るの は16年後 の1813年、Senseand
Sensibilityが好 評を博 した後 の ことであ る。 この ように苦心 して書 かれた小説 の中で手紙が どの
ように扱 われているか を調べ るために、各巻各章毎の手紙 の数を集めてみた。す る と次 の よう
な こ とが解 った。PrideandPrejudiceが初 めて 出版 された時 は、現 在のChapman編集 に よる
Oxford版の ように1、H、 皿巻 に別れ てお り、1巻 は23章、H巻 は19章、 皿巻 も19章で あった
ので、皿巻か らなる小説 として全体 を把握 している。
1.各 巻 各章で手紙の用い られた頻度(note、招待状 を含む)
1巻 には12通の手紙が物語 の中に組み込 まれ てお り、 きちん と した手紙 として全 文が 出てい
るものが3通5)、一部分 が手紙 を受 け取 った人 によって読んで 聞かせ る形 を とってい る ものが
1通6)、言 及 されるだけの ものが8通7)在 る。
II巻には、全 文の もの2通8)、一部 分の もの2通9)、言及 のみの もの8通i°)の計12通が在 る。
皿巻 に属 す るのは、全文 の ものが10通'1)、一部分 の もの2通'2)そして言及 だ けの ものが13通13>
の計25通であ る。
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No.1PrideandPrejudiceの各巻各章 で手紙が用 い られた頻度(note、招待状 を含む)
1巻 II巻 皿巻 計
全 文 の 手 紙 3 2 10 15
一 部 分 の み 1 2 2 5
言 及 の み 8 8 13 29
計 12 12 25 49
以上をまとめると、1巻 には12通、II巻にも12通、皿巻には25通、合計で49通の手紙が様々
な形で用い られている。このことか らいかに多 くの手紙が物語の中に取 り入れ られているか、
ということと、1、H巻 に比べると皿巻には遥かに多 くの手紙が用いられていることが解る。
そこで、これだけ沢山の手紙が誰から誰に宛てて書かれたのか、調べて分類してみた。
2.人物ごとの発信頻度 ・受信頻度
登場人物達の手紙の発信と受信の頻度は別表No.2に示す通 りである。
No.2PrideandPrejudiceの人物 ごとの発信頻度 ・受信頻 度
発信(受 信).言 及のみ一
1巻 H巻 皿巻 計
Mr.Bennet (2) 6(3) 6(5)
Mrs.Bennet 1(2) 1(2)
MissJaneBennet 2(2) 6(2) 3(1) 11(5)
MissElizabethBennet 2(2) 2(7) 3(5-一) 7(14-一)
MissLydiaBennet 1 2 3
TheBennets 一(一) (1) (4) 一(5-)
Mr.Gardiner 4(2) 4(2)
Mrs.Gardiner 1(1) 1(3) 2(4)
Mr.Darcy 1(一) 1 1一 3-(一)
MissGorgeanaDarcy 1 1
LadyCatherinedeBourgh (1) (1)
Mr.Bingley 一(一) (一) 一(一)
MissCarolineBingley 2(1) 1(1) 1(1) 4(3)
Mr.Collins 2 2(1) 4(1)
Mrs.Collins(CharlotteLucas)
Mrs.Forster(Harriet) (1) (1)
計 10-一(9-一一) 12(12) 24-(22-一一) 46-一(43-一一一一)
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PrideandPrejudiceのヒーローで あるDarcy氏は、(1巻10章において妹 に手紙 を書いて いる横
か らMissBingleyが彼 の書 き方を褒 め称 える場 面を含 めて)発 信3通 、受信 は0で ある。 ヒロイ
ンのElizabethは、発 信7通 、受信14通で、その発信の 内訳 は1巻 の2通 が母親のMrs.Bennet宛
て、II巻の2通 は1つ が9章 でJaneに書 いてい る場面、 もう一つ はMrs.Gardiner宛てで ある。 皿
巻 の3通 は、13章で誰宛 て かは分 か らない が とにか く手 紙 を書 いて い る場 面 、後 の2通 は
Mrs.Gardiner宛てで ある。受信 の内訳 は1巻の2通 が母親 とJaneからの もの、II巻の7通 は6通
がJaneから、残 りの1通はDarcy氏か らの もの であ る。 皿巻の5通 はJane-2通、Lydia-1通、
MissDarcy‐1通、Mrs.Gardiner‐1通であ る。Elizabethの親友CharlotteLucas(Mrs.Collins)
には発信 も受信 も無 い。1巻 の終 りであ る23章には、JaneからMissBingleyとMr.Collinsから
Mr.Bennetへの2通 が置か れてお り、II巻の終章 はMrs.CardinerからElizabethへの手紙 と、友人
夫妻 に伴 われて旅行 に出かけたLydiaが書 くと約束 したに もかか わ らず手紙を書いて送って こな
い という言及が な されてい る。そ して締 め く くりと して、登場 人物 のあれ これが丁寧 に述べ ら
れ ているIII巻の終 りの章 には、LydiaがElizabethにお金の無心 をする手紙 が用 い られている。
3.発 信者 の意 図
こ こで、手紙 の用 い方 を考察す るために、発信者 の意 図を分類 す ると、意 図の単純 な もの は
一 待 ってい るの に届 かない手紙への言及 が 皿巻 に1通 、今書 きつつ ある手紙が1巻に1通 、 皿
巻 に1通 あ る。無事 目的地 に到着 した とか、食事 に来 て くだ さい とか、迎 えのために馬車 を出
してほ しい とい った単 なる連絡 のための もの と、Londonに行 くこ とを知 らせてあ るに もかか わ
らず音沙汰 が無 い とい った手紙 に関す る言 及のみ の ものが合 わせ て1巻 に9通 、II巻に8通 、
皿巻 に14通ある。そ うす ると単純 な内容 の もの は1巻 に現 れる12通の 内の10通、II巻で は12通
の内8通 、 皿巻 は25通の内の16通である。以上 の手紙 を除 く1巻の2通 、H巻 の4通 、 皿巻 の9
通の計15通は、発信者が何 らかの感情 表現 を明 らかにする意図 を持 って書いた と理解で きる も
のである。つ ま り資料 のNo.1に示 した全文 と一部分が ナ レーシ ョンの中で明 らかにされている
手紙の大部 分 とい うことになる。物語 りのplotを進 める役 目を担 ってい る と考 え られ るζれ ら
の手紙 を物語の進展 に沿 って もう少 し詳 し く見 ると別表No.3の通 りであ る。
No.3PrideandPrejudice
I巻13章Mr.Collins・ 一一・>Mr.Bennet
21章MissBingley-一>Jane(一部分)
II巻3【26】章Jane-一 一一>Elizabeth(一部分)
Jane-一一一>Elizabeth
Elizabeth-一一一>Mrs.Gardiner(一部分)
12【35】章Darcy-一 一一>Elizabeth1
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皿 巻4【46]章Jane-一 ・>Elizabeth
Jane-一一 >Elizabeth
5[47】章Lydia-一 一>Harriet(Mrs.Forster)
6[48]章Mr.Collins-一一>Mr.Bennet
8[50]章Mr.Gardiner-一一>Mr.Bennet
10[52】章Mrs.Gardiner-一 一一>Elizabeth
15[57]章Mr.Collins-…>Mr.Bennet
17[59]章Elizabeth-一 >Mrs.Cardiner
l9[61]章Lydia->Elizabeth
こ れ ら の 関 係 を発 信 者 基 準 で ま と め て み る と 、
Elizabethに関 す る 手 紙 は 、Eliza.一一 一>Mrs.Gardinerは2通 、Lydia-一一一>Eliza.は1通、
Mrs.Gard.一一一一>Eliza.1よ1通、Darcy->Eliza.は1通。
Janeに関 す る 手 紙 は 、Jane-一一一>Elizabethは4通、Miss.Bingley->Janeは1通、
Mr.Collins&Mr.Bennetに関 す る も の が 、Mr.Collins->Mr.Bennetは3通と な り手 紙 の や り取 り
の 多 い こ と か らElizabethとJane、ElizabethとMrs.Gardinerの親 密 な 関 係 が 想 像 で き る 。 ま た
Mr.CollisとMr.Bennetの問 に も な ん らか の 深 い 関 連 の あ る こ とが 見 て 取 れ る 。 こ こ で 注 目 して お
き た い の は 、 ヒ ー ロ ーDarcy氏か ら ヒ ロ イ ンElizabethへの 手 紙 は 、 た っ た1通 だ と い う点 で あ る 。
1通 だ け で あ る こ の 手 紙 がPrideandPrejudiceのplotにど の よ う な 効 果 を も た ら した か を 後 に 考 察
す る つ も りで あ る 。
皿.MansfieldParkに お け る 手 紙 の 用 い 方
DacyからElizabethへの 手 紙 を 考 察 す る 前 に 、Austenが36歳で 執 筆 し 始 め た 作apMansfieldPayk
に お け る 手 紙 の 用 い 方 を21歳 の 頃 の 作 品 で あ るPrideandPrejudiceと比 較 し て み る 。Mansfield
Paykは1巻 が18章 、II巻 が13章 、 皿 巻 は17章 か ら成 っ て お り 、 各 巻 各 章 で 用 い ら れ た 手 紙 は 、
1巻 に9通 、H巻 に12通 、 皿 巻 に は24通 の 合 計46通 で あ る(繰 り 返 し 同 じ 人 物 の 問 で 手 紙 の や
り取 り が 行 わ れ た と い う 言 及 の み の も の は 、 回 数 が 特 定 で き な い の で 一 回 と し て 数 え て あ る 。
し た が っ て 実 際 は も っ と 多 く の 手 紙 が 往 復 し た こ と に な る)。 比 較 を わ か り や す く す る た め に
Mansfield-Parkで用 い ら れ た 手 紙 の 頻 度 をNo.4と し て 表 示 す る 。
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No.41臨απsガeZd【Pα漉 の各巻各章で手紙が用い られ た頻度(note、招待状 を含 む)
1巻 II巻 皿巻 計
全 文 の 手 紙 0 2 3 5
一 部 分 の み 1 2 6 9
言 及 の み 8 9 15 32
計 9 13 24 46
MansfieldPaykの表No.4をPrideandPrejudiceの表No.1と比べ てみる と各巻毎 の手紙 の数 は改め
て驚 くほ どに、ほ とん ど変 わ りがない。 しか し全 文の手紙は三分の一 に減 ってい ることが 明 ら
かになった。一部分 のみを用 いた ものは5通 か ら9通 へ と倍近 く増加 し、言 及のみの ものは29
通 か ら32通に変化 している。全文の手紙 を少 な くした結果ナ レー シ ョンに取 り込んで一部分 の
み現 わされ た ものが増 えた と見 るこ とが で きる。MansfieldParkの人物毎 の発信頻度 と受信 頻度
に関 して、発信 の数が きわだって多 いのはMary(Miss.Crawford)とFannyである。Fannyは受
信 の数 も多 い。そ してMansfieldPaykのヒー ローEdmundはFannyに宛 てて4通 の手紙 を書 いてお
り、PrideandPrejudiceのヒーローDarcyの1通だけ とは違 ってい る。発信者 ・受信 者毎の分類 は
省略 して、PrideandPrejudiceと同様 にMansfieldPaykにおいて も発信 者が何 らかの感情 表現 を目
的 として書 いた と見 るこ とので きる重要 な手紙 を一覧化す る と表No.5のようになる。
No.5MansfieldPark
1巻1章Mrs.Price-一 一一>LadyBertram(言及 の み)
4章SirThomas… 一>LadyBertram(言及 の み)
II巻9[27]章Edmund一 一一一>Fanny(note)
Henry(Mr.Crawford)一一一一>William(note)
13[31]章Mary(MissCrawford)一一一一>Fanny
Fanny-一一 >Mary
皿 巻13[44]章IEdmund->Fannvl
14[45]章Mary-一 一一>Fanny(一部 分)
15【46】章Edmund-…>Fanny
MansfieldParkの場合、1巻 と皿巻 の終 りには手紙が用 い られてい ない。 しか しH巻 は、Miss
CrawfordがFannyに宛 てて、Henryの求婚 を受 け入れ るように と促す手紙 と、返事 を強要 された
Fannyが"IdonotknowwhatIwrite,butitwouldbeagreatfavourofyounevertomentionthe
subjectagain."'4)と、相 手を傷付 けず に自分 の意思 を伝 え ようと苦 慮 して書 いた手紙で終 って
い る。 なお、表No.3、表No.5の太字 はplotの展 開のため に重要 な手紙 であ り、囲み をつ けた
もの は特 に重要 な手紙であ ると考 えた ものであ る。以上 、各 章毎 に手紙 を抽 出 して手紙の用 い
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方 を明 らかに して きたので、 これ らの手紙が小説 のplotに与えた効果を次に考察する。
皿.手 紙 がplotに与 え た効 果
1.PrideandPrejudice(資料No.3参照)
発 信者が何 らかの感情 の明示 を意 図 して書いた手紙 の一覧 と考 え られ る資料No.3に 沿って
PrideandPrejudiceのplotを要約す る と、1巻 は、・NetherfieldParkを金持 ちの若 い男性 が借 りた
ことを聞 きつ けたBennet夫人が、娘の良い結婚相手 になるか も しれ ないので草 々に挨拶 に行 っ
てほ しい と夫 を急 き立 て る。 ところが夫の方は、行 くつ もりで有 るにもかか わ らず、 か らかい
半分 に皮 肉を言 って夫人 をい らい らさせ る。実 はさっさ と訪 問 を済 ませていて、 お気 に入 りの
娘Elizabeth(Lizzy)の良 き相手 になれる人であ ることを願 う。 夫 とは異 な り夫人の方 はJaneと
Lydiaが贔屓 である。 そ うこうしてい る内に舞 踏会 が開かれて、噂 の主Bingleyが友人Darcyと一
緒 に会場 に現 れ る。Bingleyの打 ち解 けた様子 とDarcyの取 り澄 ま した振 る舞い との対比 が舞踏
会 に居合わせた人達 に強い印象 を与 える。BingleyとJaneは互 いに好感 を持 ち、ElizabethはDarcy
の次の言葉 を偶然聞いて しまう。"Sheistolerable;butnothandsomeenoughtotemptme;andI
aminnohumouratpresenttogiveconsequencetoyoungladieswhoareslightedbyothermen."15
こんな風 に言 われたので はfirstimpressionの良い はず がない。ち ょうどこの頃Bennet姉妹 にと
って従兄弟 に当た るCollinsからBennet氏に手紙が届 く(1巻13章)。 その内容 は、 これ まで は自
分の父 とBennet氏が不 仲の ため に付 き合 い を絶 っていた けれ ども、 自分 は限定相続 人で ある。
美 しい娘 さんたち に悪い ようには しない、私 には良い考 えが有 るとい った奇妙 な ものであった。
そ こで家族 はCollinsがどんな人なのか とさまざまに憶 測 をす る。 この時ElizabethはCollinsの手
紙か ら次の ように感 じた。
"H
emustbeanoddity,Ithink,"saidshe."Icannotmakehimout.‐Thereissomethingvery
pompousinhisstyle.‐Andwhatcanhemeanbyapologizingforbeingnextintheentail.We
cannotsupposehewouldhelpit,ifhecould.‐Canhebeasensibleman,sir?"16
約 束の 日にElizabethの予測 した通 りもったいぶ った奇妙 な人物Collinsが現れJaneにまず 目を
つ け るが、Bennet夫人のJaneはもうお相手が決 ま りそ うだ とい う暗示 で直ちにElizabethにプロ
ポーズす るこ とに心 を変 え る。Elizabethに断 られ結局Elizabethの友 人Charlotteと婚約 を して帰
って行 く。ElizabethはDarcyを嫌 う一方でhandsomeなWickhamに特別の感情 を持つ。Wickhamは
会 った早kに 、先代Darcyが遺言 で約 束 して くれ た こ とをDarcyは守 らなかっ た とい う話 を
Elizabethに聞かせ る。ElizabethはWickhamの話 をそ まま信 じて ます ますDarcyに対 する嫌悪感
を募 らせ る。 ま もな く、DarcyとBingleyが突然Londonへ去 り、JaneはBingleyの気持 ちをはか り
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か ね悲 しみ を表 に出 さな い よ うに してい る。 そん な彼女 の もとへ 、Netherfieldには戻 らず
Londonでしば ら く過 ごす こ とに なった という便 りがBingleyの妹か ら届 く(1巻21章)。1巻 の
終 わ りである23章では、Bingleyの妹 に宛 ててJaneは大急 ぎで返事 を書 き、Bingleyのことをもっ
と詳 しく知 りたい と思 いなが ら、再 び手紙が届 くこ とを心待 ち にしてい る。 そ して、Collinsか
ら近 じかに またお邪魔す る とい う身勝手 な内容の手紙が届 いた ことが話題の場面が表 されて い
る。 この ように手紙 を話 題 と して取 り上 げる ことによってCollinsの結婚へ向 けての意気 込み と
Janeの頼 りない どっちつかずの状況 との対比 が巧 みに著わ されている。
ここでは、Collinsの手紙(1巻13章)が 、Bennt一家 は表面上穏 やかに暮 らしてい るけれ ど、
この一家の財産 は父親 の死 と同時 に他 人の手に渡 って しま う、 とい う事実 を読者 に伝 え ると と
もに初 めて物語 りに登場 するCollinsの奇妙 な性格 を暗示 してお り、読者 はBennet家の人 々が し
た と同 じように、想像 力 を働かせ て実際にCollinsが登場す る まで に自分 な りのCollins像を作 る
楽 しみが ある。即 ち手 紙 によって新 しい事 実 を加 え、文面 の暗示 によって想像 を促 す こ とで、
plotに膨 らみ を持たせ る効果が 出ている考 え られる。 またJaneの不安 な気持ちが返事の手紙 を持
ってい る とい う状 態 を示 す こ とで上 手 く表現 されてお り、plotの新 しい展 開 を期待 させ る効 果
も明 らかである。
H巻 にお いて、JaneはGardiner夫妻の勧 めで、失恋の傷 を癒 すため にLondonの夫妻の家 に滞
在 する。Bingleyに会 えるか もしれ ない という淡 い期待 は実現せず、彼 の妹MissBingleyからも
冷たいあ しらいを受 けて忍耐 を強い られ る。一方Elizabethはお金の ために心 を他 の女性 に移 し
たWickhamとの関わ りに結末 をつ けて、心配 をして何 か と忠告 して くれた叔 母のGardiner夫人
にそ の こ とを伝 える(H巻3[26]章)。 そ の後Charlotteの招 きでHunsfordの新 居 を訪 れ、
Charlotteの様子 か ら彼 女の幸せ を危 ぶんだ 自分 の予測 が当た らなか ったこ とに気 がつ く。 そ し
て この地でElizabethはDarcyと再会 す る。 とい うの もCollins夫妻 を庇 護 してい るLadyCatherine
deBourghはDarcyの叔母 に当たるので、Darcyが従兄弟 のColonelFitzwilliamを伴 って訪 ねて き
たのであ る。あ る 日Elizabethは、ColonelFitzwilliamから 「危 うい ことに成 りそ うだった友 人 を
助けた」とい う話 をDarcyがしていた と聞か される。これ を耳に してElizabethは気分が悪 くなる。
彼 女が引 きこもって、Janeからの悲 しみ を押 し隠 した手紙 に心 を痛め ている と、そ こへ 突然に
Darcyがや って きて彼女 にプ ロポーズす る。Elizabethは予想 もしていなかったので、言葉 も出な
いほ ど驚 き、顔色 も変 わ りただ黙 って じっとDarcy見つ める。Darcyの態度 は、断 られるはずが
ない と思 っている ことが明 らかであった。 自分 の愛情 を伝 えるよ りは身分 の違い を心配 する方
に忙 しい とい う感 じを受けたElizabethは、 はっ き りと拒絶す る。 その時、Elizabethは、Dacyが
姉JaneとBingleyの仲 を割いた こ ととWickhamの未 来 をだい な しに した こととを非難 した。血相
を変えて帰 っていたDarcyが翌 日Elizabethに手渡 した手紙(H巻12[35]章)の 冒頭 は次の通 り
である。
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Twooffencesofaverydifferentnature,andbynomeansofequalmagnitude,youlastnightlaid
tomycharge.Thefirstmentionedwas,that,regardlessofthesentimentsofeither,Ihad
detachedMr.Bingleyfromyoursister,‐andtheother,thatIhad,indefianceofvariousclaims,
indefianceofhonourandhumanity,ruinedtheimmediateprosperity,andblastedtheprospects
ofMr.Wickham."'
この手紙 は、Janeがそれほ ど熱心 にBingleyを愛 している とは見 えなか った こ と、Wickhamの
権利 は彼の希望 でお金 に変え られた こと、それはColonelFitzwilliamだけで な くほか に も証 明で
きる人の有 る こと、 またWickhamはDarcyの妹Goregianaを彼 女の遺産 目当てに連れ出そ う と企
てたこ と等 、実に理路整然 とElizabethの非難 に対 して釈明 をす る内容 である。Elizabethが何度
も何度 も手紙 を読 み返 し、いやいやなが らつい にDarcyのJaneに対す る見方 は間違 っていないこ
と、Wickhamの行動の不誠実で卑 しい ことを認め、 自分 の誤 った考 え方 を認識す る場面であ る。
DarcyからElizabethへの この手紙 は、ElizabethのWickhamに対 する見方 を180度つ ま り正反対
の方 向に変 える働 きを している。Darcyに対 して も同 じことが言える。 こうい うことが可 能な理
由は、手紙 が何 度で も読 み返 す ことがで きるこ と、 どんなに時 間がか かって も良い こと、深 く
考 え られるこ と、急 いで返事 を しな くて も良 いこ と等が上 げ られ る。(これは会 話 と比較 して考
えてみる とよ く理解で きる。会話で は同 じこ とを何 度 も聞 き返す のは失礼 に当た る。深 く考 え
す ぎて沈黙が長す ぎる と気 まず い雰囲気 になる恐 れが ある。手紙 の返事 はゆっ くりと考 えた り、
誰 かに相談 してか ら書 けばよいが、会話で はそ うい うわけには行か ない18)。)こうい うわけで、
たった1通 の手紙が登場 人物 の性格 を全 く違 った もの と して読者 が考 えるこ とを可能 に して し
まった。 したがって、 この手紙がplotに与 えた効果 は、善人 と悪 人 を入れ替 える ことを可能 に
し、 これ以 降のplotを整 えている ことで ある。Elizabethの意識 変化 を促 し、文 その もの に よっ
てDarcyの性格 を暗示す る効果 も明 らかであ る。DarcyとElizabethが互いに背 を向ける形、 ある
いは片方が背 を向 けてい る形で進展 していた物 語 りが、 この手 紙以降互いに向 きあう形 で進展
してい くであろ うこ とが予測 で きる。
こ こまでPrideandprejudiceにお い て最 も効 果 的 で ある と考 えた.2通の手 紙(1巻13章
Collins-一一>Mr.Bennet,H巻12章Darcy-一一>Elizabeth)について考察 した。次 にMansfieldPark
における2通 の手紙(II巻9章Edmund-一一>Fanny,皿巻13章Edmund-一一>Fanny)について考察
す る。
2.1㎞πsβeJdPαrゐ(資料No.5参照)
PrideandPrejudiceの場合 と同様に表No.5に沿 って部分的 にplotを要約す ると、1巻 は、3姉
妹の末 っ子Mrs.Priceが貧乏 と子沢 山の窮状 を救 って欲 しい と訴 える手紙(1巻1章)を 姉Lady
Bertramに書 き送った いた とい う形 で始 まる。長 い 間交 渉 を絶 ってい た後 の ことで ある。 こう
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い う場 合直接お願 いをす る よ りも手紙 のほ うが容易 であ るのは、 日常 生活の中で我 々がす で に
経験 してい るこ とである。 手紙が用 い られたこ とに よって、 この物語 りの発端がいか に もあ り
そうなこ とだ と感 じられる。手紙 を送った相手 だけでな く読者 に も同時 にMrs.Priceの窮状 を伝
えてい る。 つ ま り、plotを自然 な形 で展 開 し、 しか も読者 を話 の中に引 き入 れる ことが可 能で
ある。 この手紙 を受け取 ったLadyBertramはア レコ レと心 ず くしの品物 を送 り、MansfieldPark
内の牧 師の妻にお さまっている もう一人の姉Mrs.Norrisは誰 か一 人子供 を引 き取 ってBertram家
で教育 を受け させ ようと、SirThomas、とMrs.Priceの両方 に熱心 に働 きかけ る。あ ま り気の進
まなか ったSirThomasBertramもMrs.Norrisの熱意 に説 き伏せ られてFannyを預か るこ とにな
る。Bertram家に引 き取 られたFannyが悲 しい ことの多 い中で従兄弟 のEdmundの優 しさに 出合
い、彼 を心の拠 り所 に して、可憐 に成長 してい く。
II巻で は、Fannyは、SirThomasが彼 女の ために開いて くれ る舞踏会 で兄のWi11iamから贈 ら
れた十字架 を身につ けたい と願 う。 そこで十字架 を胸 に飾 るのに似合 うチ ェー ンを借 りようと
Mary(MissCrawford)を訪ねる。Fannyが借 りたい と選んだチ ェー ンをMaryはプ レゼ ン トして
くれるが、それはHenry(Mr.Crawford)がMaryに贈 った ものだ と聞かされて、返 そう とする。
しか し無理 に手渡 されて、複雑 な暗 い気分 で帰宅す る。沈 みがちな気持ち を何 とか持 ち こた え
て部屋 に入 る と、思 い もかけ ない こ とに、 そこではEdmundが何 かを書 いている ところだった。
EdmundはFannyのため に、 こっそ りとチェー ンを取 り寄せて プ レゼ ン トす るつ もりだった と彼
女 に話 しかけ る。明 日が舞踏会 とい う今 日や っ と届 いた ので、チ ェー ンを持 ってFannyを訪 ね
たのだ。 ところがFannyは居 ないの で、彼女 に宛ててnote19)一"MyverydearFanny,youmust
domethefavourtoaccept"2°)(II巻9章)を、書いていたの だ。EdmundはMaryを愛 してお り、
Fannyに対 してはただ可愛い従姉妹 と しか感 じていない。一方FannyはMansfieldParkに預 け ら
れた当初 か ら優 しいEdmundをず一 と慕 ってお り、今 で は他 に比べ るものがないほ ど強 く密 か
に恋心 を抱いている。その ことは ここまでの物語 りの中でほのめか されている。
初めてEdmundの書 いたnoteを手 に したFannyは、それ を宝物 だ とも、"MyverydearFanny"
とい う言葉 をいつ まで もながめてい られ るものな ら....とも感 じてい る。 ここまで にFannyの
心 が ほの めか されて はい たけれ どもはっき りとはわか らなかった読者 は、 この場面 のnoteによ
って、Fannyの心情 を哀 れむ と同時に この後 どの ような展 開があ るのだろ うか と予測 し期待 を
膨 らませ る ことになる。従 ってnoteは、plotに膨 らみを持たせ、FannyとEdmundの感 情の差 を
強 く認識 させて、 これ以降のplotの複雑 さを暗示す る効果 を持 ってい る。
II巻で は、HenryがFannyを誘惑 して 自分 を恋 しく思 わせ 、その後で相手 にしないで苦 しめて
やろ うという 目論見 でFannyに接近す る。 ところがFannyの愛 らしさに自分の ほうが本気 で恋 し
て しまいFannyにプロポーズす る。Fannyは二人 の従姉妹MariaとJuliaがHenryを取 りあって仲 た
がい を した こと、Henryはどち らの気持 ち も大切 に してい なか った ことを見 て、嫌 な人 だ と思
ってい た。MaryのHenryを受 け入れ る ようにという勧 め(H巻13章)に も当惑 す るばか りで、
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必 死 で 断 りの 手 紙(H巻13章)を 書 く 。
皿 巻 は 、II巻 のplotを受 け て 、 プ ロ ポ ー ズ を 断 っ て ほ っ と し て い るFannyの辛 い 立 場 が 明 らか
に な っ て い く。Edmundへ の 恋 心 を 自 分 だ け の 胸 に そ っ と 収 め て い るFannyは、SirThomasだけ
な ら と もか くEdmundか ら もHenryとの 結 婚 を 承 諾 す る よ う に と説 得 さ れ て 悲 しみ に くれ る 。 そ
の 上 にEdmundか ら、Mary≧Fannyがい ち ば ん 大 切 な 二 人 で 、FannyはMaryの次 ぎ だ と い う こ と
を 明 か さ れ る 。Maryに プ ロ ポ ー ズ し よ う と 思 っ て い るEdmundは、FannyがHenryと結 婚 し て く
れ れ ば 、 い つ ま で も 身 近 に 居 て も ら え る と 考 え て い る 。 ま たSirThomasは、Fannyの家 庭 状 況 か
ら は 望 ん で も か な い そ う も な い 結 婚 相 手 を 嫌 が る 彼 女 を"Self-willed,obstinate,selfish,and
ungratefu1."21)であ る と 考 え る 。Fannyのほ う は 、 自分 を 育 て て く れ て い るSirThomasにそ の よ
う に 思 わ れ る こ と は 耐 え ら れ な い け れ ど も 、 か と い っ て 二 人 の 従 姉 妹 のHenryと の か か わ り を
話 す わ け に も い か ず 、Edmundを 愛 し て い る と も 言 え ず に た だ 耐 え 忍 ん で い る 。 し か も 、 い つ
もFannyに口 や か ま し く恩 着 せ が ま し い 伯 母 のMrs.Norrisは、Juliaが求 婚 さ れ て 当 然 の と こ ろ を
Fannyが求 め ら れ た と い う こ と だ け でFannyを憎 ん だ 。 自 分 に は 相 談 も せ ず 結 婚 を 拒 ん で い る と
聞 い て 更 に 憎 ん だ 。SirThomasはFannyを実 家 に 帰 せ ば 考 え を 改 め る か も し れ な い と思 う 。8年
ぶ り に 実 家 に 帰 さ れ たFannyは、 あ れ ほ ど 離 れ る の が 辛 か っ た と こ ろ と は 思 え ず 、Mansfield
Parkの美 し さ と そ こ に 住 む 人 々 を懐 か し く思 い 、 迎 え に 来 て くれ る ζ と を ひ た す ら 待 つ 日kを
送 る 。Fannyの気 持 ち が そ ん な 状 態 の と こ ろ へHenryが突 然 に 訪 れ て 、 一 緒 に 教 会 へ 行 っ た り散
歩 し た りMansfieldParkのこ と を 話 し た り し て く れ る 。FannyはHenryの こ と を 少 し は 見 直 し 、
自分 に も 考 え 違 い が あ っ た の で は な い か と 迷 っ た りす る 。 待 ち 焦 が れ て い るEdmundか ら の 便
り は な か な か 届 か ず 、 や っ と届 い た 手 紙 は 次 の よ う な 内 容 で あ っ た 。
"M
ydearFanny,
"E
xcusemethatIhavenotwrittenbefore....Icannotgiveherup,Fanny.Sheistheonly
womanintheworldwhomIcouldeverthinkofasawife....ThelossofMaryImustconsider
ascomprehendingthelossofCrawfordandofFanny.Wereitadecidedthing,anactualrefusal,I
hopeIshouldknowhowtobearit,andhowtoendeavourtoweakenherholdonmyheart‐and
inthecourseofafewyears‐butIamwritingnonsense‐wereIrefused,Imustbearit;and
tillIam,Icanneverceasetotryforher.Thisisthetruth.Theonlyquestionishow?Whatmay
bethelikeliestmeans?...Ihavenearlydeterminedonexplainingmyselfbyletter....
Your'sever,mydearestFanny."ZZ
Mansfieldを去 っ てLondonに暮 ら すMaryに プ ロ ポ ー ズ す る つ も りで 訪 ね たEdmundは、3週 間 も
Londonに居 な が ら 目 的 を 果 た せ ず に む な し く帰 宅 す る 。 そ し て 苦 し い 胸 の う ち をFannyに書 き
送 っ て き た の で あ る 。Fannyは こ れ を 読 ん でEdmudに 対 す る 嫌 悪 と 怒 り で い ら い ら さ せ ら れ て
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‐"Heisblinded,andnothingwillopenhiseyes,nothingcan,afterhavinghadtruthsbeforehimso
longinvain."23)一と感 じている。 自分がMaryを好 きにはなれないこ とや、Henryの申し出を受
け入れない裏 にEdmundへの愛情の あるこ とに全 く気がつか ないEdmundにや り場 の ない怒 りを
激 し く募 らせ る場 面 で あ る。Fannyが自分 に関係 の あ る個 所 を何 度 も読 み返 し、 そ の都 度
Edmundの目の 開い てい な いこ とに怒 りを募 らせ る様子 が読 者 に ひ しひ しと伝 わ って くる。
Edmundの長い手紙 は、FannyのEdmundへの愛情 の深 さを思 い起 させ、Edmundの感受性 の鈍 さ
に歯がゆい感情 を抱かせ る。
この手 紙 は、 その ままこれ までのplotを総括 し、複雑 な人間関係 を整 理す るのに役 立 ってい
る24)。しか し、PrideandPrejudiceのDarcyの手紙ほ どの衝撃 的な効 果を与 えるには至 っていない
と考 えられ る。
お わ りに
PrideandPrejudiceとMansfieldParkに現れ る手紙 を抽出 して各章毎の手紙の数、人物 毎の発信
頻度 ・受信頻度、発信者 の意図等、手紙 の用 い方を調べ、その手紙が小説 のplotに与 えた効果に
ついて考察 した。SomersetMaughamはAustenのことを 「どの作 品に もこれ といって大 した事件
は起 こ らない。 それでいて、 あるペ ージを読 み終 わる と、 さて次 になにが起 こるの だろうか と、
急 いでペ ー ジを繰 らず にはい られ ない。 ところが、ペー ジを繰 ってみて も、や は り何 も大 した
こ とは起 こらない。 だが、それでい て、 また もや ペ ージを繰 らず にはい られないのだ。」 と評
している。Austenの小説 は激動 の時代 に書 かれた とは とて も感 じられない穏やか な もので ある。
そ れで も欧米や 日本 で読 み継 がれて きたのは、人 間にとって 日常生活の些細 な出来事 ほ ど大切
なこ とは ない とい う事 実に、人 は歳 を重 ね るにつれて気づ くか らであ ろう。手紙 の魅力 は イン
ターネ ッrを 通 してのメール にまで発達 したけれ ども、,昔なが らの書簡の魅力 は捨 て難い もの
で あ る。Darcyの手紙 はPrideandPrejudiceの魅 力 を保 つ の に大 きな力 を持 っ てい る し、
MansfieldParkの魅力 もEdmundの手紙 に多 くを負 っている と私 は考 えている。 また、Elizabeth
の親友CharlotteLucasは後か ら付 け加 え られたので はないか と言われてい る し、私 もそ う考 え
た ことが ある。彼 女は一通の手紙 も書 いてい ない こ とが、 その疑問 に対す る一つ の答 え になる
のではないだろ うか。
〔注〕
1)当時のフランスは第一身分(聖 職者)、第二身分(貴 族)、第三身分(平 民)か ら成っていた。啓蒙
主義思想が聲んになり、不合理な社会を打破し自由な生活を営みたいという革新の気風が勃興 した。
イギリスにおける立憲政治の確立や、 自由平等の原理を掲げたアメリカの独立革命の成功はこの傾
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向 を 一 層 強 め た 。1789年5月 、1614～15年 を 最 後 に174年 間 開 か れ な か っ た 三 部 会 が 招 集 さ れ 議 決 方
法 を め ぐ っ て 分 裂 、 第 三 身 分 の 議 員 は 国 民 議 会 と 称 し 憲 法 が 制 定 さ れ る ま で は 解 散 し な い こ と を 誓
っ た(テ ニ ス コ ー トの 誓 い)。 こ れ を 保 守 的 な 貴 族 に 動 か さ れ て 国 王 が 武 力 で 弾 圧 し よ う と し た た め
怒 っ た 民 衆 が7月14日 バ ス テ ィ ー'ユの 牢 獄 を 占 領 し た 。
2)当 時 の 日本:1774年 一 杉 田 玄 白 『解 体 新 書 』。1787～93年 一 寛 政 の 改 革 。1808年 一 問 宮 林 蔵 樺 太 探 検 。
3)「 散 文 と理 性 の 時 代 」ourageofproseandreason:MatthewArnold(1822～88)の言 葉 。Miltonの時 代
以 来 次 第 に 発 達 し た 散 文 が 進 歩 し、 近 代 散 文 が 形 成 さ れ た 。
4)ゴ シ ッ ク小 説:中 世 の 遺 物 で あ る 古 寺 院 や 古 い 城 を 中 心 に 書 か れ た 夢 の よ う な 怪 奇 物 語 。
5)1巻:全 文 の 手 紙3通(7章:MissCarolineBingley->MissJaneBennet,Jane->Elizabeth;13章:Mr.
Collins->Mr.Bennet)
6)1巻:一 部 分 の も の1通(21章:MissBingley->Jane)
7)1巻:手 紙 に 言 及 の み(3章:theBennets->Mr.Bingley,Mr.Bingley;9章:Eizabeth->Mrs.Bennet;10
章:Darcyiswriting;12章:Elizabeth->Mrs.Bennet,Mrs.Bennet->Elizabeth;23章:Jane->MissBingley,
Mr.Collins->Mr.Bennet)
8)II巻:全 文 の 手 紙2通(3[26]章:Jane->Elizabeth;12[35]章:Darcy->Elizabeth)
9)H巻:一 部 分 の も の2通(3[26]章:Jane->Elizabeth,Elizabeth->Mrs.Gardiner)
10)II巻:手 紙 に 言 及 の み8通(1[24]章:MissBingley->Jane;3[26]章:Jane->MissBingley,
Jane->Elizabeth,Jane->Elizabeth;9[32]章:ElizabethiswritingtoJane;11[34]章:Elizabethisexamining
lettersfromJane;19[42]章:Lydia->theBennets,Mrs.Gardiner->Elizabeth)
ll)III巻:全 文 の 手 紙10通(4[46]章:Jane->Elizabeth;5[47]章:Lydia->Harriet;
6[48]章:Mr.Collins->Mr.Bennet;7[49]章:Mr.Gardiner->Mr.Bennet;8[50]章:Mr.Gardiner-
>Mr.Bennet;10[52]章:Mrs.Gardiner->Elizabeth;.15[57]章:Mr.collins->Mr.Bennet;17[59]章:
Elizabeth->Mrs.Gardiner,Mr.Bennet->Mr.Collins;18[61]章:Lydia->Elizabeth)
12)皿 巻:一 部 分 の も の2通(4[46]章:Elizabeth->Mrs.Gardiner;9[51]章:Elizabeth->Mrs.Gardiner)
13)皿 巻:言 及 の み13通(4[46]章:Janeの手 紙 が 未 到 着;5[47]章:Mr.Bennet->Family;
6[48]章:Mr.Bennet->Family,Mr.Gardiner->Mrs.Gardiner,Mr.Bennet->Family,Mr.Gardiner->the
Bennts;7[49璋:Mr.Bennet->Family;8[50]章:Mr.Bennt->Mr.Gardiner;13[55]章:Elizabethiswriting;
16[58]章:Darcyから の 手 紙 で は な く本 人 が 来 る;17【59]章:Mr.Darcy->LadyCatherinedeBourgh,Miss
Bingley<一>Jane;18[60]章:MissDarcy<一>Mr.Darcy&Elizabeth)
14)JaneAuste,MansfieldPayk,ed.R.W.Chapman(Oxford,1923;repr.1982)Vol.II,Ch.XIII,p.307.
15)JaneAusten,PrideandPrejudice,ed.R.W.Chapman(Oxford,1923;repr.1983)Vol.1,Ch.III,p.12.
16)一 一一,Vol.II,Ch.XIII,p.64.
17)一 一一,Vol.III,Ch.XII,p.196.
18)会 話 で も 難 し い こ と は 即 答 を 避 け 、 誰 か に 相 談 し た 後 に 返 事 を す る こ と は で き る が 、 込 み 入 っ た 内
容 に つ い て は 誤 解 を し た り、 忘 れ た り し て 、 「言 っ た 」 「言 わ な い 」 「聞 い た 」 「聞 か な い 」 と い っ た
行 き違 い が 起 こ り が ち で あ る 。
19)Note:ashortorinformalletter.(COD)
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20)JaneAusten,MansfieldPayk,ed.R.W.Chapman(Oxford,1923;repr.1982)Vol.II,Ch.II,p.265.
21)一 一一,Vol.II,Ch.1,p.319.
22)一 一一,Vol.III,Ch.XIII,pp.420-424.
23)一 一一,Vol.III,Ch.XIII,p.424.
24)な お 手 紙 の 効 果 が こ の 手 紙 の 中 でEdmundの 考 え と し て 述 べ ら れ て い る が 、 私 の 考 え る と こ ろ で も あ
る(お そ ら くAustenも同 じ考 え で あ っ た だ ろ う)"lthinkaletterwillbedecidedlythebestmethodof
explanation.IshallbeabletowritemuchthatIcouldnotsay,andshallbegivinghertimeforreflection
beforesheresolvesonheranswer,andIamlessafraidoftheresultofreflectionthanofanimmediate
hastyimpulse;IthinkIam."(Vol:III,Ch.XIII,p.422).
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